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医学教育における放射線健康リスク科学教育
⼈材養成プログラムの開発
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医学生に対する放射線影響、防護管理などの知識やリ
スクに関する教育を徹底

医師となった時に、住民らの疑問に答え、適切な
知識を提供する担い手になる

▼
医学生全員に「放射線健康影響と防護管理」（講

義と実習）を必修化

医学部以外の学生にも公開

大学間の連携を通じて教育拠点を整備

国⽴⼤学医学部⻑会議

教育制度・カリキュラムに関する⼩委員会

• 放射線の健康リスク科学教育の必修化WG
（H27.1〜）

課題解決型⾼度医療⼈材養成プ
ログラム（H28〜）

放射線災害を含む放射線健康リスクに関

する領域

• 放射線災害の全時相に対応できる⼈材養成
（筑波⼤）

• 放射線健康リスク科学⼈材養成プログラム
（⻑崎⼤、広島⼤、福島県⽴医⼤）



医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成28年度版）

E-6
放射線の⽣体影響と放射線障害

医学・医療の分野に広く応⽤されている放射線や
電磁波等の⽣体への作⽤や応⽤を理解する。

放射線の⽣体影響と放射線障害

⽣体と放射線 医療放射線と⽣

体影響

放射線リスクコ

ミュニケーショ

ン

放射線災害医療

E-6

放射線健康リスク科学案（８コマ）

放射線健康影響

と放射線防護

（４）

放射線の⽣物影響、

放射線による発癌・

遺伝性影響、放射線

防護・管理

医療放射線と⼈

体影響（２）

IVR、X線CT等による

被ばく影響、放射線

治療の⽣物学、重粒

⼦線治療の⽣物学

放射線リスクコミュ

ニケーション（１）

放射線に関する医師

と患者の意思疎通・

合意形成、医師と原

⼦⼒被災者の意思疎

通・合意形成

原⼦⼒災害医療

（１）

急性放射線症・緊急

被ばく医療（メンタ

ルヘルスを含む）、

原⼦⼒災害/放射線災

害の事例

⾼度プロフェッ
ショナル養成

放射線健康リスク科
学研究者養成

⼤学院教育プログラム

学部教育プログラム

n 共同⼤学院「災害・被ばく医療科学共同専攻（修⼠課程）」
（⻑崎⼤・福島県⽴医⼤）

n 博⼠課程教育リーディングプログラム「放射線災害復興を推
進するフェニックスリーダー育成プログラム」（広島⼤）

n ネットワーク型放射線災害・医科学研究拠点（広島⼤、⻑崎⼤、福島県⽴医⼤）

n ⾼度被ばく医療⽀援センター（広島⼤、⻑崎⼤、福島県⽴医⼤）

n ⼤学等放射線施設による緊急モニタリングプラットフォーム構築のための教育研究
プログラム（⻑崎⼤）

放射線健康リスク科学⼈材養成プログラム（⻑崎⼤、広島⼤、福島県⽴医⼤）によるキャリアパス

n レギュラーコース（講師交流）

n インテンシブコース（集中講義、セミナー）
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放射線影響の可視化

正常ヒト線維芽細胞におけるフォーカス（リン酸化ヒストンH2AX、53BP1）の顕微鏡写真
・0 Gy
・0.1 Gy 照射直後、6時間後、12時間後
・0.25 Gy 照射直後

フォーカスカウント

DNA⼆本鎖切断の線量依存性と修復について考察

インド・タミル
ナドゥ⾼⾃然放
射線地域⼟壌

福島県内各地の
汚染⼟壌

ゲルマニウム半導体検出器

核種分析

Ac-228 / Th-228
Cs-134 / Cs-137

分布マップの作成

IAEA TECDOC1162 
Procedure E3 に基づく
被ばく線量の推定

健康リスクの考察

ゲルマニウム半導体検出器による⼟壌資料の核種分析と
周辺住⺠の被ばく線量の推定 放射線被ばくによる健康リスクアセスメント

被ばく線量評価 健康リスク推定放射線の測定



演習問題

①体外汚染患者のケアに伴う外部被ばくによる健康リスク
②頭⽪の汚染による将来の脱⽑のリスクと洗髪を⾏なわなけ

ればならない時間リミット
③ホールボディカウンタで体内放射能が検出された場合の健

康リスク
④尿から放射能が検出された場合の健康リスク

l ホールボディカウンタ検査で体内放射能が検出された。
Cs-134 200,000Bq/body
Cs-137 200,000Bq/body

l 汚染した野菜を1週間前に⾷べたようだ。

l 内部被ばく線量は︖

ホールボディカウンタによる健康リスク評価

考え⽅（１）
l 摂取1週間後の体内残留率を⽤いて、摂取時の放射能を逆算する。

Cs-137 3ヶ⽉ 1歳 5 歳 10 歳 15 歳 成⼈
1 ⽇後 0.977 0.973 0.976 0.977 0.977 0.980
1 週間後 0.756 0.711 0.749 0.778 0.841 0.869
1 ヵ⽉後 0.279 0.208 0.325 0.470 0.692 0.740
1 年後 <0.001 <0.001 <0.001 0.004 0.056 0.088

Cs-134 3ヶ⽉ 1歳 5 歳 10 歳 15 歳 成⼈
1 ⽇後 0.977 0.972 0.975 0.976 0.976 0.979
1 週間後 0.752 0.707 0.745 0.773 0.836 0.863
1 ヵ⽉後 0.272 0.203 0.317 0.459 0.674 0.721
1 年後 <0.001 <0.001 <0.001 0.003 0.041 0.064

考え⽅（２）
l 経⼝摂取の内部被ばく線量換算係数（Sv/Bq）を⽤いて預託実効線量を
計算する。

Cs-134 3ヶ⽉ 1歳 5 歳 10 歳 15 歳 成⼈
預託実効線量係数 2.6 x 10-8 1.6 x 10-8 1.3 x 10-8 1.4 x 10-8 1.9 x 10-8 1.9 x 10-8

Cs-137 3ヶ⽉ 1歳 5 歳 10 歳 15 歳 成⼈
預託実効線量係数 2.1 x 10-8 1.2 x 10-8 9.7 x 10-9 1.0 x 10-8 1.3 x 10-8 1.3 x 10-8



計算結果
l 成⼈の場合

摂取した放射能（Cs-137） = 200,000[Bq] / 0.869 = 230,150 Bq

核種 測定値
(Bq/body)

1週間後の体
内残留率

摂取した放射
能(Bq)

預託実効線量
係数(Sv/Bq)

預託実効線量
(mSv)

Cs-134 200,000 0.863 231,750 1.9 x 10-8 4.4

Cs-137 200,000 0.869 230,150 1.3 x 10-8 3.0

リスクアセスメント
l 預託実効線量がCs-134、Cs-137合算で7.4mSv

l ⼀般公衆の実効線量限度（1mSv/年）を超える。
l いかなる確定的影響のしきい線量も超えない。
l 発がんリスクの有意な上昇が⾒られる線量域ではない。

l 不要な被ばくを避ける観点から、残った野菜の摂取は避けるべき。
l 体外に排泄されていることを確認する意味で、⼀定期間後に再検査をしても良い。

l 乳幼児の場合も⼤きくは変わらない。

䛂課題解決型高度医療人材養成䝥䝻䜾䝷䝮䛃䛾取組概要及䜃中間評価結果

䚷東京電力福島第一原子力発電所事故䠄福島原発事故䠅䛻䜘䜚引䛝起䛣䛥䜜䛯放射線䛾健康影響䛻対䛩䜛不
安䛾高䜎䜚䛿䚸医学教育䛻䛚䛔䛶䛿䚸放射線影響学䛾䜏䛺䜙䛪災害医療䚸䝸䝇䜽䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜒包含䛧䛯
新䛧䛔放射線健康䝸䝇䜽科学教育䛾必要性䜢示䛧䛯䚹䛣䛾領域䛾教育䝸䝋䞊䝇䠄人材䚸䝁䞁䝔䞁䝒䚸知識䞉経験
等䠅䛿極䜑䛶限䜙䜜䛶䛔䜛䛯䜑䚸現在䛾教育資源䜢有効䛻活用䛧速䜔䛛䛻全国的䛻展開䛩䜛横方向䛸䚸将来
䛾人材䜢育成䛧䚸教育䝸䝋䞊䝇䜢充実化䛩䜛縦方向䛾両面䛾施策䛜不可欠䛷䛒䜛䚹特䛻後者䛻䛴䛔䛶䚸学士
教育䛛䜙䝥䝻䝣䜵䝑䝅䝵䝘䝹養成䚸䛭䛧䛶䜾䝻䞊䝞䝹䝦䝹䝇䛸原子力災害䛻対応䛷䛝䜛人材育成䜎䛷䛾長期的
視野䛻立䛳䛯䚸幅広䛔裾野䛸高䛔専門性䛾䛒䜛学際教育䜢実現䛩䜛䛯䜑䛾䝢䝷䝭䝑䝗型䛾段階的䛛䛴組織的
䛺教育体制䛾新䛯䛺構築䛜重要䛺課題䛸䛺䜛䚹
䚷䛣䛾課題䜢解決䛩䜛䛯䜑䚸本事業䛷䛿䚸放射線健康䝸䝇䜽教育䛾全国展開䛾䛯䜑䛾人材䛾輩出䞉配置及䜃
国際機関䜈䛾人材供給䛸地球規模䛷䛾原子力䝸䝇䜽䜈䛾対応䜢通䛨将来䛾䝸䞊䝎䞊䛸䛺䜛人材育成䜢目的
䛸䛧䛶䚸過去䛻放射線災害䜢経験䛧䚸放射線健康䝸䝇䜽科学䛻関䛩䜛教育䝸䝋䞊䝇䜢有䛩䜛長崎大学䚸広島大
学䚸福島県立医科大学䛜連携䛧䚸医学部教育䛻䛚䛡䜛原子力災害䝁䜰䛸䛺䜛新䛧䛔教育䝥䝻䜾䝷䝮䛾実施䚸
共同大学院等䛻䜘䜛学際的䛺研究者養成䚸䠏大学共同研究拠点䜢活用䛧䛯高度䝥䝻䝣䜵䝑䝅䝵䝘䝹養成䚸䛭䛧
䛶高度被䜀䛟医療支援䝉䞁䝍䞊/原子力災害医療䞉総合支援䝉䞁䝍䞊䛸協調䛧䛯災害䜾䝻䞊䝞䝹䝦䝹䝇対応
者養成䛾䛯䜑䛾長期人材養成䝥䝻䜾䝷䝮䜢実施䛩䜛䚹䠏大学間䛷䛿講師派遣等䛾教育交流及䜃研究交流䜢
行䛔䚸関連䛩䜛全䛶䛾䝸䝋䞊䝇䜢横断的䚸網羅的䛻把握䚸活用䛩䜛䛣䛸䛾䛷䛝䜛放射線健康䝸䝇䜽科学䝸䝋䞊
䝇䝉䞁䝍䞊䜢目指䛩䚹

䠄䝁䝯䞁䝖䠅䚷䕿䠖優䜜䛯点等䚷䖃䠖改善䜢要䛩䜛点等

䛆優䜜䛯点等䛇
䕿本領域䛻関䛩䜛問題意識䛸実践能力䜢持䛳䛯䠏大学䛜連携䛧䚸物理学䚸生物学䚸医療応用䛛䜙放射線䝸䝇
䜽䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛻至䜛教育体系䜢構築䛧䚸放射線健康䝸䝇䜽科学人材䛾養成䛻精力的䛻取䜚組䜣䛷䛔
䜛䚹
䕿平成2㻤及䜃2㻥年度䛻実施䛧䛯実習䛾内容䛜膨大䛷䛒䛳䛯䛣䛸䜢踏䜎䛘䚸実習内容䛾精査䜔映像資料䛾活
用䛻䜘䜛簡略化䜢図䜛䛺䛹䚸実習項目䛾理解度䜢深䜑䛴䛴䜒䚸学生及䜃教員䛾負担䜢軽減䛩䜛䛯䜑䛾見直䛧
䜢行䛳䛶䛔䜛点䛿評価䛷䛝䜛䚹
䕿全国的䛻教員及䜃教育䝁䞁䝔䞁䝒䛜不足䛧䛶䛔䜛䛂放射線災害医療䛃䚸䛂放射線䝸䝇䜽䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛃分
野䛻䛴䛔䛶䚸䠠䠲䠠䜔㼑䝷䞊䝙䞁䜾䜢䝥䝷䝑䝖䝣䜷䞊䝮䛸䛧䛶展開䛷䛝䜛䝡䝕䜸䝁䞁䝔䞁䝒䜢開発䛧䛶䛚䜚䚸当該分
野䛻関䛩䜛教育䝺䝧䝹䛾均䛶䜣化䛻対䛩䜛貢献䛜期待䛥䜜䜛䚹

䛆改善䜢要䛩䜛点等䛇
䖃構築䛧䛯教育䝥䝻䜾䝷䝮䛿䚸連携䠏大学䛾強䜏䜢生䛛䛧䛯高質䛺䜒䛾䛸考䛘䜙䜜䜛一方䛷䚸他大学䜈䛾普
及䛻当䛯䛳䛶䛿䚸実施困難䛺内容䜒含䜎䜜䛶䛔䜛䜘䛖䛻思䜟䜜䜛䛣䛸䛛䜙䚸他大学䜈䛾普及䞉促進䛻適䛧䛯教
育内容䛾精査䜢図䜛䛣䛸䜒必要䛸考䛘䜙䜜䜛䚹
䖃本事業䛾成果䛾普及䞉促進䛻向䛡䛶䚸他大学等䜈䛾積極的䛺広報活動及䜃展開䜢䛩䜛䛣䛸䛜望䜎䜜䜛䚹

順調䛻進捗䛧䛶䛚䜚䚸現行䛾努力䜢継続䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶当初目的䜢達成䛩䜛䛣䛸䛜可能䛸判断䛥䜜䜛䚹

事 業 名 放射線健康䝸䝇䜽科学人材養成䝥䝻䜾䝷䝮

事業推進責任者 医学部長䚷永安䚷武

取 組 概 要

䠄 連 携 大 学 名 䠅 䠄広島大学䚸福島県立医科大学䠅

中 間 評 価 結 果

䠄総合評価䠅 䠝

整 理 番 号 2

申請担当大学名 長崎大学

領 域 䝔䞊䝬䐟䠖放射線災害䜢含䜐放射線健康䝸䝇䜽䛻関䛩䜛領域

【改善を要する点等】

l 構築した教育プログラムは、連携３⼤学の強
みを⽣かした⾼質なものと考えられる⼀⽅で、
他⼤学への普及に当たっては、実施困難な内
容も含まれているように思われることから、
他⼤学への普及・促進に適した教育内容の精
査を図ることも必要と考えられる。

l 本事業の成果の普及・促進に向けて、他⼤学
等への積極的な広報活動及び展開をすること
が望まれる。

放射線健康リスク科学教育（放射線の⽣体影響と放射線障害）
に関する実態調査結果

国⽴⼤学医学部⻑会議 教育制度・カリキュラムに関する⼩委員会 放射線の健康リスク科学教育の必修化WG

（2017年11⽉実施 回答数 78⼤学）



n モデル・コア・カリキュラムに対応した講義（座学）について
医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成28年度改訂版）E-6「放射線の⽣体影響と放射線障害」に⽰された4つの項⽬と学
修⽬標について、貴⼤学における座学による教育時間、及び今後のカリキュラムへの取り⼊れの予定についてお教えください。

E-6-1
⽣体と放射線

E-6-2
医療放射線と⽣体影響

E-6-3
放射線リスクコミュ
ニケーション

E-6-4
放射線災害医療

各項⽬の教育時間（分）

0
（17校）

30未満
（29校）

30以上
60未満

（10校）

60以上
120未満
（12校）

120以上
（12校）

0
（46校）30未満

（19校）

0
（45校）

30未満
（15校）

（7）

（4）

（4）

（8）
（8）

（7）

（6）
0分

30分未満

30分以上
60分未満

60分以上
120分未満

120分以上 0分

0分

30分未満 30分未満
30分未満30分以上

60分未満

60分以上
120分未満

120分以上

30分以上
60分未満

30分以上
60分未満

60分以上
120分未満

120分
以上

60分以上
120分未満

120分
以上

無
回
答

無
回
答

無
回
答

無
回
答

0分

n モデル・コア・カリキュラムに対応した講義（座学）について
医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成28年度改訂版）E-6「放射線の⽣体影響と放射線障害」に⽰された4つの項⽬と学
修⽬標について、貴⼤学における座学による教育時間、及び今後のカリキュラムへの取り⼊れの予定についてお教えください。

今後の予定
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E-6-1
⽣体と放射線

E-6-2
医療放射線と⽣体影響

E-6-3
放射線リス
クコミュニ
ケーション

E-6-4
放射線災害医療

1      2     3     4     5      6     7 1      2     3     4     5 1      2 1      2

n 教育⽀援プログラムについて
放射線の健康リスク科学教育の必修化WGでは、教育コンテンツ、実習機材、指導⼈材などの限られた教育リソースを有効に活
⽤して放射線の健康リスク科学教育を全国展開するための教育⽀援プログラムを検討しています。貴⼤学として活⽤できると思
われるプログラム、またご協⼒いただけるプログラムがあればお教えください。

今後の予定
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TEL.03-3813-4640TEL.03-3813-4640
〒113-0034 東京都文京区湯島1-3-11

お茶の水プラザビル1階

　　国立大学医学部長会議
Council of Head of National Medical Schools of Japan

ようこそ、国立大学医学部長会議のホームページへ。ようこそ、国立大学医学部長会議のホームページへ。

国立大学医学部長会議は、国立大学の医学部・医科大学の教育、研究等に係る諸問題及び関連する重要事
項について協議し、相互の理解を深めるとともに意見の調整を図り、医学教育研究等の情報発信を積極的
に行い、我が国における医学・学術の進歩発展に寄与することを目的としています。

Topics

放射線健康リスク科学教育コンテンツリンク集を掲載しました放射線健康リスク科学教育コンテンツリンク集を掲載しました

第104回国立大学医学部長会議を開催しました（2019.10.18）第104回国立大学医学部長会議を開催しました（2019.10.18） 

令和元年度第2回常置委員会を開催しました（2019.9.13）令和元年度第2回常置委員会を開催しました（2019.9.13）

第8回臨床教育合同会議を開催しました（2019.8.5）第8回臨床教育合同会議を開催しました（2019.8.5）

2019年度第1回放射線の健康リスク科学教育の必修化WGを開催しました（2019.6.18）2019年度第1回放射線の健康リスク科学教育の必修化WGを開催しました（2019.6.18）

「―医師不足―現状分析と改善への提言」を提出しました（2019.6.10）「―医師不足―現状分析と改善への提言」を提出しました（2019.6.10）

2019年度第1回地域医療・医療人育成に関する小委員会を開催しました（2019.5.30）2019年度第1回地域医療・医療人育成に関する小委員会を開催しました（2019.5.30）

2019年度第1回研究推進・大学院教育に関する小委員会を開催しました（2019.5.28）2019年度第1回研究推進・大学院教育に関する小委員会を開催しました（2019.5.28）

第20回国公私立大学医学部・歯学部教務事務職員研修が開催されました（2019.5.24～第20回国公私立大学医学部・歯学部教務事務職員研修が開催されました（2019.5.24～
26）26）

2019年度第1回常置委員会を開催しました（2019.4.11）2019年度第1回常置委員会を開催しました（2019.4.11）

平成30年度第2回研究倫理に関する小委員会および臨床研究・利益相反検討委員会平成30年度第2回研究倫理に関する小委員会および臨床研究・利益相反検討委員会
（AJMC）との合同委員会を開催しました（H31.3.27）（AJMC）との合同委員会を開催しました（H31.3.27）

平成30年度第1回教育制度・カリキュラムに関する小委員会を開催しました（H31.1.21）平成30年度第1回教育制度・カリキュラムに関する小委員会を開催しました（H31.1.21）

第4回国立大学医学部長会議・国立大学附属病院長会議懇談会を開催しました（H31.1.18）第4回国立大学医学部長会議・国立大学附属病院長会議懇談会を開催しました（H31.1.18）

平成31年度臨時常置委員会を開催しました（H31.1.18）平成31年度臨時常置委員会を開催しました（H31.1.18）

平成30年度第1回研究倫理に関する小委員会を開催しました（H30.11.28）平成30年度第1回研究倫理に関する小委員会を開催しました（H30.11.28）
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放射線健康リスク科学教育コンテンツ　リンク集放射線健康リスク科学教育コンテンツ　リンク集

放射線健康リスク科学教育　e-learningコンテンツ放射線健康リスク科学教育　e-learningコンテンツ

放射線健康リスク科学教育に是非ご活用ください。

 コンテンツ コンテンツ 費用費用

放射線健康リスク科学人材養成プログラム（長崎大学・広島大学・福島県立医科大学）
http://www.med.nagasaki-u.ac.jp/rh-risk/elearning/ 無料

医学教育モデル・コア・カリキュラム/看護学教育モデル・コア・カリキュラムに対応
した放射線健康リスク科学教育におけるeラーニング講義と試験
（放射線健康リスク科学教育センター（東北大学））
http://www.radbio.med.tohoku.ac.jp/jrec/

無料

放射線災害の全時相に対応できる人材養成
筑波大学履修証明プログラム　放射線災害専門スタッフ養成プログラム
https://ramsep.md.tsukuba.ac.jp/e-learning

要相談

放射線健康リスク科学教育　その他教材（冊子等）放射線健康リスク科学教育　その他教材（冊子等）

放射線による健康影響等に関するポータルサイト（環境省）
https://www.env.go.jp/chemi/rhm/portal/

以下の冊子をダウンロードできます。
「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料」　上巻・下巻・Q&A・英語版
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【⽣体と放射線】

広島⼤学原爆放射線医科学研究所 細胞修復制御
⽥代 聡 教授

広島⼤学原爆放射線医科学研究所 放射線ゲノム疾患
松浦 伸也 教授

【放射線災害医療】

原発事故後の甲状腺スクリーニングと健康リスクコミュニケーション
福島県⽴医科⼤学医学部 放射線健康管理学

緑川 早苗 准教授

放射線災害時の被ばく線量評価と健康リスクアセスメント
⻑崎⼤学原爆後障害医療研究所 放射線⽣物・防護学

松⽥ 尚樹 教授

第2期
放射線健康リスク
科学教育
教材シリーズ

2020.3公開予定



まとめ

l 福島原発事故以降の医学放射線教育は、従来の放射線の
基礎、⽣体影響、防護等に加えて、リスクコミュニケー
ションと災害医療も含んだ放射線健康リスク科学教育とし
て形が整えられつつある。

l 基本カリキュラム
l 物理学→⽣物学→医療応⽤→規制科学→放射線災害医

療→放射線リスクコミュニケーションの流れの講義

l 実習
l 放射線健康リスク科学/ 放射線災害医療実習

l 全てを実践できる⼤学は限られている

l 教育⽀援ツールの開発が必要
l ⾃学⽤E-ラーニング、ビデオコンテンツ配信
l 標準的実習ガイド


